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　総務省が５月24日、発表
した４月の全国消費者物価
指 数（2020年＝100）は、
生鮮食料品を除く総合指数
が107.1と前年同月比2.2
％上昇しました。32カ月連
続。「まれに購入する品目」
（２年に１回未満）が2.4％
上昇だったのに対し、年間
15回以上購入する44品目
は3.5％でした。
　物価高騰が暮らし・経営
を直撃しています。消費税
減税、中小企業を支援して
大幅な賃上げが急務です。

　歴史的な物価
上昇が国民の生
活と中小企業の
経営に重くのし
かかっていま
す。データをた
どると、アベノ

ミクス（安倍政権の経済政策）が始ま
った2013年が転換点となり、10年以
上にわたって生活必需品の価格上昇
が続いていることが分かります。
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歴史的物価高つづく

2020年→24年 値上げ20％超もぞろぞろ
469円

299円

57％食用油
（1000㌘）

3197円

2282円

40％ワイシャツ
（１枚）

2299円

1718円

34％灯油
（18㍑）

183円

139円

32％コーヒー豆
（100㌘）

175円

133円

32％ガソリン
（1㍑）

292円

222円

32％鶏卵
（10個）

343円

263円

30％小麦粉
（1㌔㌘）

150円

116円

29％サバ
（100㌘）

212円

165円

29％かまぼこ
（100㌘）

1万8443円

１万456５円

27％照明器具
（1台）

308円
246円

25％ソース
（500㍉㍑）

593円
473円

25％ゆでうどん
（1㌔㌘）

150円
121円

24％おにぎり
（1個）

371円
303円

23％ラップ
（1本）

522円
439円

19％バター
（200㌘）

524円
444円

18％食パン
（1㌔㌘）

　1970年以降の物価の動きをみると、
大きく３つの時期に分かれています。
❶持続的に物価が上昇した91年ごろ
まで　74年には「石油危機」が重なり、
大企業の便乗値上げと投機活動で消
費者物価指数（総合）が23.2％も上
昇する「狂乱物価」が発生しました。
❷物価上昇率が低迷・急落した92年
～2012年ごろまで　バブルが崩壊し、
大企業と自民党政治は「コストカット」
政策に走り雇用を破壊。値下げ競争

が激化し価格が大幅に下がりました。
❸アベノミクスが始まり、生活必需品
が上がった2013年以降　アベノミク
スは、「異次元の金融緩和」を柱に
据え円安と株高を狙った大企業・富
裕層の優遇政策です。多国籍大企業
は空前の利益。価格転嫁できない中
小企業と所得の増えない国民は物価
上昇の損害ばかりを被っています。
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衆院予算委員会で
答弁する安倍首相
（当時）＝2013
年２月７日

消費者物価2.2％上昇４
月
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